
(57)【要約】

【課題】少ない材料使用量により小型で剛性が高く被梱

包物の保護性と保管時の品質を向上させることが可能な

緩衝材を提供するものである。

【解決手段】周囲三辺を折り曲げ立ち上がり部とし、立

ち上がり部で囲まれた底面部と一辺を開口部としたトレ

イ状の外枠１０を形成し、この外枠開口部より挿入され

前記外枠底面部に接すると共に外枠の開口部を閉塞する

立ち上がり部１２を形成した緩衝材１１を挿入し周囲が

囲まれたトレイ状を構成することにより、前期課題であ

る被梱包物を指示する面ごとに緩衝材の肉厚や形状の自

由度が増し、緩衝材の加工が容易になると共に、被梱包

物に合わせた最適な緩衝材が可能となり被梱包物の保護

機能や保管強度も向上する緩衝材である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
略 長 方 形 の 板 状 の 周 囲 三 辺 を 折 り 曲 げ 立 ち 上 が り 部 と し 、 立 ち 上 が り 部 で 囲 ま れ た 平 面 の
底 面 部 を 形 成 し 、 中 央 立 ち 上 が り 部 の 左 右 を 延 長 し 、 残 り 二 辺 を 形 成 す る 左 右 二 辺 の 立 ち
上 が り 部 を 折 り 返 す こ と に よ り 、 中 央 立 ち 上 が り 部 左 右 の 延 長 部 が 挟 み 込 ま れ 一 辺 を 開 口
部 と し た ト レ イ 状 の 外 枠 を 形 成 し 、 こ の 外 枠 開 口 部 よ り 挿 入 さ れ 前 記 外 枠 底 面 部 に 接 す る
と 共 に 、 外 枠 の 開 口 部 を 閉 塞 す る 立 ち 上 が り 部 を 形 成 し た 緩 衝 材 を 挿 入 す る こ と に よ り 周
囲 が 囲 ま れ た ト レ イ 状 を 構 成 す る 緩 衝 材 。
【 請 求 項 ２ 】
略 長 方 形 の 板 状 の 周 囲 三 辺 を 折 り 曲 げ 立 ち 上 が り 部 と し 、 立 ち 上 が り 部 で 囲 ま れ た 平 面 の
底 面 部 を 形 成 し 、 中 央 立 ち 上 が り 部 の 左 右 を 延 長 し 、 残 り 二 辺 を 形 成 す る 左 右 二 辺 の 立 ち
上 が り 部 を 折 り 返 す こ と に よ り 、 中 央 立 ち 上 が り 部 左 右 の 延 長 部 が 挟 み 込 ま れ 一 辺 を 開 口
部 と し た ト レ イ 状 の 外 枠 を 形 成 し 、 こ の と き 左 右 の 立 ち 上 が り 部 に 挟 み 込 ま れ る 中 央 立 ち
上 が り 部 左 右 の 延 長 部 の 長 さ を 短 く し た 請 求 項 １ に 記 載 の 緩 衝 材 。
【 請 求 項 ３ 】
一 辺 を 開 口 部 と し た ト レ イ 状 の 外 枠 に お い て 、 開 口 部 よ り 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 の 挿 入 長 さ を
外 枠 立 ち 上 が り 部 よ り 長 く し 、 緩 衝 材 挿 入 後 に 外 枠 よ り 緩 衝 材 が 若 干 飛 び 出 る よ う に 形 成
し た 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 緩 衝 材 。
【 請 求 項 ４ 】
一 辺 を 開 口 部 と し た ト レ イ 状 の 外 枠 に お い て 、 ト レ イ 状 を 形 成 す る 外 枠 の 立 上 が り 部 高 さ
と 外 枠 内 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 に よ り 閉 塞 さ れ る 立 上 が り 部 高 さ に 差 を 設 け た 請 求 項 １ ～ ３
の い ず れ か に 記 載 の 緩 衝 材 。
【 請 求 項 ５ 】
一 辺 を 開 口 し た ト レ イ 状 の 外 枠 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 に お い て 、 外 枠 開 口 部 よ り 奥 に 向 か う
に 連 れ て 外 枠 底 面 部 と 接 す る 面 の 厚 み を 中 央 付 近 が 最 も 厚 く な る よ う に 湾 曲 状 を 形 成 す る
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 緩 衝 材 。
【 請 求 項 ６ 】
一 辺 を 開 口 し た ト レ イ 状 の 外 枠 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 に お い て 、 外 枠 開 口 部 左 右 よ り 中 央 付
近 の 外 枠 底 面 部 と 接 す る 面 の 厚 み が 最 も 厚 く な る よ う に 湾 曲 状 を 形 成 す る 請 求 項 １ ～ ３ の
い ず れ か に 記 載 の 緩 衝 材 。
【 請 求 項 ７ 】
一 辺 を 開 口 部 と し た ト レ イ 状 の 外 枠 と 外 枠 内 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 に お い て 、 外 枠 を 構 成 す
る 材 料 を 段 ボ ー ル な ど 紙 系 の 材 料 で 構 成 し 、 外 枠 内 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 を 発 泡 ス チ ロ ー ル
な ど 樹 脂 系 の 材 料 で 構 成 し た 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か の 記 載 の 緩 衝 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 被 梱 包 物 を 側 面 か ら 支 持 し 被 梱 包 物 の 梱 包 に 使 用 す る 緩 衝 材 に 関 す る も の で
あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 緩 衝 材 は 、 図 ７ に 示 す よ う に ト レ イ 状 の 一 体 型 に 形 成 さ れ た 緩 衝 材 ａ で ト レ イ 状
の 底 面 を 形 成 す る 面 ｂ よ り ト レ イ 状 を 形 成 す る 側 面 ｃ 、 ｄ ， ｅ ， ｆ を 連 続 し て 形 成 し た 緩
衝 材 で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ２ １ ０ ８ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 構 成 で は 緩 衝 材 が 一 体 型 に 形 成 さ れ て い る た め 全 て 同 一 の 材
質 で 構 成 さ れ て い る 。 し か も 樹 脂 材 料 で 一 体 型 に 形 成 し た と き は ト レ イ 状 の 立 ち 上 が り 部
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を 薄 肉 に 形 成 す る こ と が 難 し く 、 保 管 時 の 荷 重 に 対 す る 圧 縮 強 度 を 維 持 す る た め に も 剛 性
の 高 い 強 度 の あ る 形 状 が 必 要 と な り 、 緩 衝 材 自 体 が 大 型 化 し 材 料 使 用 量 も 多 く 高 価 な 材 料
に な り 加 工 性 も 低 下 す る 。 ま た 、 ト レ イ 状 を 紙 系 の 材 料 で 形 成 す る と 加 工 形 状 が 複 雑 に な
り 組 み 立 て 作 業 が 増 え て 加 工 性 が 低 下 す る 。 さ ら に 紙 系 の 材 料 で は 薄 肉 形 状 は 容 易 に 可 能
で あ る が 保 管 時 の 湿 度 環 境 な ど の 影 響 を 受 け や す く 、 被 梱 包 物 の 保 護 機 能 も 低 下 し 緩 衝 材
形 状 も 複 雑 に な る 等 の 課 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 少 な い 材 料 使 用 量 に よ り 小 型 で 剛
性 が 高 く 被 梱 包 物 の 保 護 機 能 に 優 れ 、 保 管 時 の 品 質 も 向 上 す る 緩 衝 材 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 緩 衝 材 は 、 周 囲 三 辺 を 折 り 曲 げ 立 ち 上 が り
部 と し 、 中 央 立 ち 上 が り 部 の 左 右 を 延 長 し て 残 り 二 辺 の 立 ち 上 が り 部 に よ り 挟 み 込 ま れ る
こ と に よ り 、 一 辺 を 開 口 部 と し た ト レ イ 状 の 外 枠 を 形 成 し 、 こ の 外 枠 開 口 部 よ り 挿 入 さ れ
る 緩 衝 材 に よ り 外 枠 の 開 口 部 を 閉 塞 し ト レ イ 状 を 構 成 す る 緩 衝 材 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ に よ っ て 、 外 枠 と 外 枠 内 の 緩 衝 材 を 別 々 の 部 品 で 構 成 す る こ と が 可 能 と な り 、 緩 衝
材 の 指 示 面 ご と に 肉 厚 や 形 状 を 自 由 に 設 定 す る こ と が 可 能 で 、 被 梱 包 物 の 保 護 機 能 が 向 上
し 小 型 で 剛 性 が 高 く 、 被 梱 包 物 に 合 わ せ た 最 適 な 緩 衝 性 を 得 る 緩 衝 材 の 構 成 が 容 易 に 可 能
と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 緩 衝 材 は 、 ト レ イ 状 の 外 枠 を 構 成 す る 三 辺 の 立 ち 上 が り 部 の 内 、 中 央 立
ち 上 が り 部 の 左 右 を 延 長 し て 残 り 二 辺 の 立 ち 上 が り 部 に よ り 挟 み 込 ま れ る 中 央 立 ち 上 が り
部 の 左 右 延 長 部 の 長 さ を 短 く し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ に よ っ て 、 延 長 部 で 挟 み 込 ま れ た 立 ち 上 が り 部 の 外 面 の 厚 み を 固 定 し 内 部 の 空 間 部
分 を 拡 大 す る こ と で 被 梱 包 物 の 保 護 機 能 を 向 上 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 緩 衝 材 は 、 一 辺 を 開 口 部 と し た ト レ イ 状 の 外 枠 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 の 挿
入 長 さ を 外 枠 よ り 長 く し 、 緩 衝 材 挿 入 後 に 外 枠 よ り 緩 衝 材 が 若 干 飛 び 出 る よ う に し た も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 緩 衝 材 を 箱 に 挿 入 し た と き の 余 裕 度 を 吸 収 す る と 共 に 、 緩 衝 材 自 体 の 歪 み
分 も 吸 収 し 緩 衝 材 と 箱 、 及 び 被 梱 包 物 と の 指 示 に よ る 安 定 性 が 向 上 し 被 梱 包 物 の 保 護 機 能
が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 緩 衝 材 は 、 ト レ イ 状 の 外 枠 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 に よ り 閉 塞 さ れ る 立 上 が
り 部 高 さ に 外 枠 を 構 成 す る 立 ち 上 が り 部 高 さ と の 差 を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 被 梱 包 物 の 形 状 や 強 度 に 合 わ せ た 緩 衝 材 の 指 示 が 容 易 に 可 能 と な り 被 梱 包
物 の 保 護 機 能 が 向 上 し 緩 衝 材 形 状 も 単 純 化 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 緩 衝 材 は 、 ト レ イ 状 の 外 枠 内 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 に 外 枠 開 口 部 よ り 奥 に
向 か う に 連 れ て 外 枠 底 面 部 と 接 す る 面 の 厚 み を 中 央 付 近 が 最 も 厚 く な る よ う 湾 曲 状 を 形 成
し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 緩 衝 材 と 被 梱 包 物 と の 接 触 面 に 被 梱 包 物 弱 部 を 避 け た 肉 盗 み を 設 け た 形 状
が 不 要 と な り 緩 衝 材 形 状 が 単 純 に な り 肉 盗 み に よ る 緩 衝 材 自 体 の 強 度 低 下 が 阻 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 ま た 、 本 発 明 の 緩 衝 材 は 、 ト レ イ 状 の 外 枠 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 に 外 枠 開 口 部 左 右 よ り 中
央 付 近 の 外 枠 底 面 部 と 接 す る 面 の 厚 み が 最 も 厚 く な る よ う に 湾 曲 状 を 形 成 し た も の で あ る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 緩 衝 材 と 被 梱 包 物 と の 接 触 面 に 被 梱 包 物 弱 部 を 避 け た 肉 盗 み を 設 け た 形 状
が 不 要 と な り 緩 衝 材 形 状 が 単 純 に な り 肉 盗 み に よ る 緩 衝 材 自 体 の 強 度 低 下 が 阻 ま れ る と 共
に 、 緩 衝 材 の 圧 縮 強 度 低 下 も 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 緩 衝 材 は 、 ト レ イ 状 を 構 成 す る 外 枠 を 段 ボ ー ル な ど 紙 系 の 材 料 で 構 成 し
、 外 枠 内 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 を 発 泡 ス チ ロ ー ル な ど 樹 脂 系 の 材 料 で 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 異 種 材 料 に よ る 緩 衝 材 の 構 成 が 容 易 に 可 能 と な り 、 被 梱 包 物 の 強 度 な ど 用
途 に 合 わ せ た 最 適 な 緩 衝 材 構 成 が 容 易 に 可 能 と な る と 共 に 、 保 管 強 度 も 向 上 し 保 管 時 の 品
質 も 向 上 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 緩 衝 材 は 、 単 純 な 形 状 で 加 工 性 に 優 れ 被 梱 包 物 の 形 状 に 関 係 な く 保 護 機 能 を 向
上 さ せ る と 共 に 、 保 管 時 の 強 度 向 上 が 図 れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 略 長 方 形 の 板 状 の 周 囲 三 辺 を 折 り 曲 げ 立 ち 上 が り 部 と し 、 立 ち 上 が り 部
で 囲 ま れ た 平 面 の 底 面 部 を 形 成 し 、 中 央 立 ち 上 が り 部 の 左 右 を 延 長 し 、 残 り 二 辺 を 形 成 す
る 左 右 二 辺 の 立 ち 上 が り 部 を 折 り 返 す こ と に よ り 、 中 央 立 ち 上 が り 部 左 右 の 延 長 部 が 挟 み
込 ま れ 一 辺 を 開 口 部 と し た ト レ イ 状 の 外 枠 を 形 成 し 、 こ の 外 枠 開 口 部 よ り 挿 入 さ れ 前 記 外
枠 底 面 部 に 接 す る と 共 に 、 外 枠 の 開 口 部 を 閉 塞 す る 立 ち 上 が り 部 を 形 成 し た 緩 衝 材 を 挿 入
す る こ と に よ り 周 囲 が 囲 ま れ た ト レ イ 状 を 構 成 さ せ た こ と よ り 、 外 枠 と 外 枠 内 の 緩 衝 材 を
別 々 の 部 品 で 構 成 す る こ と が 可 能 と な り 、 緩 衝 材 の 指 示 面 ご と に 肉 厚 や 形 状 を 自 由 に 設 定
す る こ と が 可 能 で 、 被 梱 包 物 の 保 護 機 能 が 向 上 し 小 型 で 剛 性 が 高 く 、 被 梱 包 物 に 合 わ せ た
最 適 な 緩 衝 性 を 得 る 緩 衝 材 の 構 成 が 容 易 に 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 略 長 方 形 の 板 状 の 周 囲 三 辺 を 折 り 曲 げ 立 ち 上 が り 部 と し 、 立 ち 上 が り 部
で 囲 ま れ た 平 面 の 底 面 部 を 形 成 し 、 中 央 立 ち 上 が り 部 の 左 右 を 延 長 し 、 残 り 二 辺 を 形 成 す
る 左 右 二 辺 の 立 ち 上 が り 部 を 折 り 返 す こ と に よ り 、 中 央 立 ち 上 が り 部 左 右 の 延 長 部 が 挟 み
込 ま れ 一 辺 を 開 口 部 と し た ト レ イ 状 の 外 枠 を 形 成 し 、 こ の と き 左 右 の 立 ち 上 が り 部 に 挟 み
込 ま れ る 中 央 立 ち 上 が り 部 左 右 の 延 長 部 の 長 さ を 短 く し た こ と に よ り 、 延 長 部 で 挟 み 込 ま
れ た 立 ち 上 が り 部 の 外 面 の 厚 み を 固 定 し な が ら 内 部 の 空 間 部 分 を 拡 大 す る こ と に よ り 緩 衝
機 能 を 変 化 さ せ る こ と が 可 能 と な り 被 梱 包 物 の 保 護 機 能 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 一 辺 を 開 口 部 と し た ト レ イ 状 の 外 枠 に お い て 、 開 口 部 よ り 挿 入 さ れ る 緩
衝 材 の 挿 入 長 さ を 外 枠 よ り 長 く し 、 緩 衝 材 挿 入 後 に 外 枠 立 ち 上 が り 部 よ り 緩 衝 材 が 若 干 飛
び 出 る よ う に 形 成 し た こ と に よ り 、 緩 衝 材 を 箱 に 挿 入 し た と き の 余 裕 度 を 吸 収 す る と 共 に
、 箱 に 挿 入 さ れ た 後 の 緩 衝 材 自 体 の 歪 み 分 も 吸 収 し 緩 衝 材 と 箱 、 及 び 被 梱 包 物 を 指 示 す る
安 定 性 が 向 上 し 、 保 管 時 の 箱 や 緩 衝 材 の 歪 み を 低 減 さ せ 保 管 時 の 品 質 も 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 一 辺 を 開 口 部 と し た ト レ イ 状 の 外 枠 に お い て 、 ト レ イ 状 を 形 成 す る 外 枠
の 立 上 が り 部 高 さ と 外 枠 内 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 に よ り 閉 塞 さ れ る 立 上 が り 部 高 さ に 差 を 設
け た こ と に よ り 、 被 梱 包 物 の 形 状 や 強 度 に 合 わ せ た 緩 衝 材 の 指 示 が 容 易 に 可 能 と な り 被 梱
包 物 の 保 護 機 能 が 向 上 し 緩 衝 材 形 状 も 単 純 化 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 一 辺 を 開 口 し た ト レ イ 状 の 外 枠 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 に お い て 、 外 枠 開 口
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部 よ り 奥 に 向 か う に 連 れ て 外 枠 底 面 部 と 接 す る 面 の 厚 み を 中 央 付 近 が 最 も 厚 く な る よ う に
湾 曲 状 を 形 成 す る こ と に よ り 、 緩 衝 材 と 被 梱 包 物 と の 接 触 面 に 被 梱 包 物 弱 部 を 避 け た 肉 盗
み を 設 け た 形 状 が 不 要 と な り 緩 衝 材 形 状 が 単 純 に な り 肉 盗 み に よ る 緩 衝 材 自 体 の 強 度 低 下
が 阻 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 ６ の 発 明 は 、 一 辺 を 開 口 し た ト レ イ 状 の 外 枠 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 に お い て 、 外 枠 開 口
部 左 右 よ り 中 央 付 近 の 外 枠 底 面 部 と 接 す る 面 の 厚 み が 最 も 厚 く な る よ う に 湾 曲 状 を 形 成 す
る こ と に よ り 、 緩 衝 材 と 被 梱 包 物 と の 接 触 面 に 被 梱 包 物 弱 部 を 避 け た 肉 盗 み を 設 け た 形 状
が 不 要 と な り 緩 衝 材 形 状 が 単 純 に な り 肉 盗 み に よ る 緩 衝 材 自 体 の 強 度 低 下 が 阻 ま れ る と 共
に 、 緩 衝 材 の 圧 縮 強 度 低 下 も 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 ７ の 発 明 は 、 一 辺 を 開 口 部 と し た ト レ イ 状 の 外 枠 と 外 枠 内 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 に お い
て 、 外 枠 を 構 成 す る 材 料 を 段 ボ ー ル な ど 紙 系 の 材 料 で 構 成 し 、 外 枠 内 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材
を 発 泡 ス チ ロ ー ル な ど 樹 脂 系 の 材 料 で 構 成 す る こ と に よ り 、 異 種 材 料 に よ る 緩 衝 材 の 構 成
が 容 易 に 可 能 と な り 、 被 梱 包 物 と 接 す る 内 側 を 樹 脂 系 の 材 料 に し 、 外 側 を 割 れ 難 い 紙 系 の
材 料 で 構 成 す る な ど 被 梱 包 物 の 強 度 や 保 管 強 度 な ど 用 途 に 合 わ せ た 最 適 な 緩 衝 材 構 成 が 容
易 に 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の
形 態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ 、 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ 、 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 緩 衝 材 を 示 す 分 解 斜 視 図 と 緩 衝 材
を 構 成 す る 外 枠 を 示 す 展 開 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ に お い て 、 長 方 形 の 板 状 の 底 面 １ の 周 囲 の 内 、 三 辺 を 延 長 し 折 り 曲 げ た 立 ち 上 が り
部 ２ 、 ３ 、 ４ を 設 け る 。 こ の 立 ち 上 が り 部 の 内 、 中 央 の 立 ち 上 が り 部 ３ に つ い て は 、 図 ２
に 詳 細 に 示 す よ う に 左 右 を 延 長 し た 舌 状 の 延 長 部 ５ 、 ６ を 設 け る 。 そ し て 、 こ の 延 長 部 ５
、 ６ を 立 ち 上 が り 部 ２ 、 ４ に 設 け た 折 り 線 ７ 、 ８ に よ り 折 り 曲 げ た 立 ち 上 が り 部 ２ 、 ４ に
よ り 挟 み 込 み 立 ち 上 が り 部 ２ 、 ３ 、 ４ で 一 面 に 開 口 部 ９ を 設 け た ト レ イ 状 の 外 枠 １ ０ を 構
成 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 こ の 外 枠 １ ０ の 内 側 に 挿 入 さ れ 、 外 枠 １ ０ を 構 成 す る 立 ち 上 が り 部 ２ 、 ３ 、 ４
に 囲 ま れ 、 底 面 １ と 接 す る 緩 衝 材 １ １ を 設 け る 。 こ の 緩 衝 材 １ １ に は 外 枠 １ ０ の 開 口 部 ９
を 閉 塞 す る 立 ち 上 が り 部 １ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 例 の 形 態 に お い て は 緩 衝 材 を 外 枠 と 外 枠 内 に 挿 入 す る 別 部 品 で 構
成 す る こ と に よ り 、 緩 衝 材 の 複 雑 な 構 成 が 可 能 と な り 被 梱 包 物 を 指 示 す る 面 ご と に 緩 衝 材
の 肉 厚 や 形 状 の 構 成 す る 自 由 度 が 増 し 、 緩 衝 材 の 加 工 が 容 易 に な る と 共 に 被 梱 包 物 に 合 わ
せ た 最 適 な 緩 衝 材 が 可 能 と な り 緩 衝 材 の 機 能 も 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 ト レ イ 状 を 構 成 す る 外 枠 １ ０ に お い て 、 ト レ イ 状 を 構 成 す る 立 ち 上 が り 部 ３ の 左 右 延 長
部 ５ 、 ６ は 立 ち 上 が り 部 ２ 、 ４ に 挟 み 込 ま れ る 長 さ を 短 く 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 例 の 形 態 に お い て は 立 ち 上 が り 部 に 挟 み 込 ま れ る 延 長 部 の 長 さ を
短 く す る こ と で 、 立 ち 上 が り 部 全 体 の 厚 み を 固 定 し な が ら 内 部 の 空 間 部 分 を 拡 大 す る こ と
に よ り 緩 衝 機 能 を 変 化 さ せ る こ と が 可 能 と な り 被 梱 包 物 の 保 護 機 能 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
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　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 緩 衝 材 の 要 部 断 面 図 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ト レ イ 状 を 構 成 す る 外 枠 １ ０ 内 に 挿 入 さ れ た 緩 衝 材 １ １ は 外 枠 １ ０ の 開 口 部 ９ よ り 若 干
飛 び 出 た 大 き さ に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 例 の 形 態 に お い て は 外 枠 開 口 部 よ り 緩 衝 材 が 飛 び 出 た 構 成 に す る
こ と で 、 緩 衝 材 を 箱 に 挿 入 し た と き の 余 裕 度 を 吸 収 す る と 共 に 、 箱 に 挿 入 さ れ た 後 の 緩 衝
材 自 体 の 歪 み 分 も 吸 収 し 緩 衝 材 と 箱 、 及 び 被 梱 包 物 を 指 示 す る 安 定 性 と 保 管 時 の 品 質 も 向
上 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ４ ）
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お け る 緩 衝 材 の 斜 視 図 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ト レ イ 状 を 形 成 す る 外 枠 １ ０ を 構 成 す る 立 ち 上 が り 部 ２ 、 ３ 、 ４ の 高 さ と 外 枠 １ ０ 内 に
挿 入 さ れ る 緩 衝 材 １ １ に 設 け た 立 ち 上 が り 部 １ ２ の 高 さ に 差 を 設 け た 構 成 に す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 例 の 形 態 に お い て は 外 枠 と 緩 衝 材 の 立 ち 上 が り 部 の 高 さ に 差 を 設
け る こ と で 、 被 梱 包 物 の 形 状 や 強 度 に 合 わ せ た 緩 衝 材 の 指 示 が 容 易 に 可 能 と な り 被 梱 包 物
の 保 護 機 能 が 向 上 し 緩 衝 材 形 状 も 単 純 化 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ５ ）
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る 外 枠 内 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 の 斜 視 図 を 示 す
も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 外 枠 内 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 １ １ の 平 面 部 を 立 ち 上 が り 部 １ ２ か ら 反 対 に 向 け て 中 央 付 近
が 一 番 高 く な る よ う な 湾 曲 部 １ ３ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 例 の 形 態 に お い て は 緩 衝 材 に 湾 曲 形 状 を 設 け た こ と で 、 緩 衝 材 と
被 梱 包 物 と の 接 触 面 に 被 梱 包 物 弱 部 を 避 け た 肉 盗 み を 設 け た 形 状 が 不 要 と な り 緩 衝 材 形 状
が 単 純 に な り 肉 盗 み に よ る 緩 衝 材 自 体 の 強 度 低 下 が 阻 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ６ ）
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 に お け る 外 枠 内 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 の 斜 視 図 を 示 す
も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 外 枠 内 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 １ １ の 平 面 部 を 立 ち 上 が り 部 １ ２ に 沿 っ て 中 央 付 近 が 一 番 高
く な る よ う な 湾 曲 部 １ ４ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 例 の 形 態 に お い て は 緩 衝 材 に 湾 曲 形 状 を 設 け た こ と で 、 緩 衝 材 と
被 梱 包 物 と の 接 触 面 に 被 梱 包 物 弱 部 を 避 け た 肉 盗 み を 設 け た 形 状 が 不 要 と な り 緩 衝 材 形 状
が 単 純 に な り 肉 盗 み に よ る 緩 衝 材 自 体 の 強 度 低 下 が 阻 ま れ る と 共 に 、 緩 衝 材 の 圧 縮 強 度 低
下 も 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ７ ）
　 外 枠 １ ０ を 構 成 す る 材 料 を 段 ボ ー ル な ど の 紙 系 の 材 料 で 構 成 し 、 外 枠 １ ０ 内 に 挿 入 さ れ
る 緩 衝 材 １ １ の 材 質 を 発 泡 ス チ ロ ー ル な ど の 樹 脂 系 の 材 料 で 構 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 例 の 形 態 に お い て は 異 種 材 料 に よ り 緩 衝 材 を 構 成 す る こ と で 、 被
梱 包 物 と 接 す る 内 側 を 樹 脂 系 の 材 料 に し 、 外 側 を 割 れ 難 い 紙 系 の 材 料 で 構 成 す る な ど 被 梱
包 物 の 強 度 や 保 管 強 度 な ど 用 途 に 合 わ せ た 最 適 な 緩 衝 材 構 成 が 容 易 に 可 能 と な る 。
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【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 緩 衝 材 は 外 枠 と 外 枠 内 に 挿 入 す る 緩 衝 材 で 構 成 す る こ と
で 、 少 な い 材 料 使 用 量 に よ り 小 型 で 高 剛 性 で 被 梱 包 物 の 保 護 性 と 保 管 時 の 品 質 を 向 上 さ せ
る こ と が 可 能 で あ り 、 底 板 な ど の 閉 塞 具 や 外 箱 自 体 に も 応 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ 及 び ２ に お け る 緩 衝 材 の 分 解 斜 視 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ 及 び ２ に お け る 緩 衝 材 を 構 成 す る 外 枠 の 展 開 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 緩 衝 材 の 要 部 断 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に お け る 緩 衝 材 の 斜 視 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に お け る 外 枠 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 の 斜 視 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ６ に お け る 外 枠 に 挿 入 さ れ る 緩 衝 材 の 斜 視 図
【 図 ７ 】 従 来 の 緩 衝 材 の 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 １ 　 底 面
　 ２ 、 ３ 、 ４ 　 立 ち 上 が り 部
　 ５ 、 ６ 　 延 長 部
　 ７ 、 ８ 　 折 り 線
　 ９ 　 開 口 部
　 １ ０ 　 外 枠
　 １ １ 　 緩 衝 材
　 １ ２ 　 緩 衝 材 の 立 ち 上 が り 部
　 １ ３ 、 １ ４ 　 湾 曲 部 　
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【 図 １ 】

【 図 ４ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ５ 】
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